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＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・森　ひで様～介護認定の期限切れの為、担当ケアマネジャーが申請書提出しています。

介護意認定調査4/1（金）14：00～オンライン（予約済み）にて本人・病棟
スタッフと面談する予定となります。
・江刺家　恵子様～担当ケアマネジャーより、有料老人ホームあっぷる園の入所可能となった為、3/29（火）退院希望との事。当日14時に家族が迎えに来て、退院の手続き、支払いを済ませた後、14時20分当院退院し15時施設に到着する予定で動きたいとのこと。本人に説明し拒否する様なら家族がオンライン面会し説得するとのことです。
・北村　奈美様～臨時薬同内容で一日分と、不眠時）ブロチゾラムOD（0.25）1T　5回分処方となっています。

・畑中　成夫様～便秘時ピコスルファートNa内用液 1本処方となっています。

・泉山　紀子様～3/18（金）母様の葬儀の為外出予定（朝7時40分～12時30分）。送迎は保佐人が付き添います。朝食は8時に出して頂く様依頼しています。

　　　　　　　　帰院時、コロナウィルス遺伝子検査（NEAR法）実施予定（予約済）です。
　　　　　　　　咽頭痛や発熱等の体調の変化を観察して行きましょう。
臨時薬同内容で7日分処方となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・小笠原　文人様～本日、母様の一周忌法要があり外出しています。帰院後、コロナウィルス遺伝子検査（NEAR法）実施、結果陰性、発熱なく経過しています。
　　　　　　　　　咽頭痛や発熱等の体調確認していきましょう。

＜要注目患者様＞

・北村　奈美様～自分の病気は、午前中眠らないといけない、日課は動きながらやらないとできないと言う考えに囚われて、拒否的・悲観的な訴えが頻回にあるが、都度傾聴し説明する事で落ち着いて行動出来ています。
・江刺家　惠子様～物品や排泄に拘り大声でスタッフの名前を次々と呼び要求を伝えてくる。易怒性や攻撃性はみられません。
・小笠原　文人様～外出中は奇異行動みられなかったとの事だが、帰院後、気分高揚感・疲労感著明にみられ、怒って大声をだすことがあるが、注意は聞き入れ出来ています。
・泉山　紀子様～母様の葬儀の日程を保佐人の小野様に架電し確認している。話後表情穏やかに「作業行きたいです」と自ら希望してOＴに参加しています。気分の落ち込みはみらません。
＜安ケ平Dr診察＞
・長谷川　陽一様～「気分は安定している」「そろそろ退院について考えた方が良いと思って、
4月に入ったら叔父が先生と面台したいと話してました」と報告しているが、担当者にも他のスタッフにもその様な事は一度も相談も報告しておらず、信憑性に欠ける報告をしている。処方は継続。

・上村　みわ様～声掛けで拒否なく診察室へ移動している。歩行は安定している。腰から大腿部にかけての疼痛は変わらないと訴えている。転倒しないよう指導あり。処方は同内容で継続。
・滝田　英人様～睡眠について消灯後に寝て5時まで寝ていると話しています。幻聴に起因する独語は継続しており、診察中も独語しています。
65歳になる為、フルニトラゼパム錠2㎎→1㎎へ次回定期より減量となります。本人へ説明するも「何なんだ…」と理解不良です。
・出河　攻様～就床前薬の二重服薬について自らも報告しています。体調は変わりないと話しています。
・中川原　義雄様～娘様へ電話しても出ないので、自宅へ外出したいと話され、コロナが落ち着いたらと説明受けている。3月15日の検査結果、血中濃度はちょうどいいと説明受けています。
フェルビナクスチック軟膏３％　2本　処方とっています。
＜皮膚科診察＞
・松谷　さと子様～状態著明に改善みられ、今回で終診となります。
・坂本　福子様～踵部→ヘパリン類似物質油性クリーム→尿素窒素クリームへ変更となっています。
他、軟膏・処置変更ありません。
